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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ターボチャージャの回転軸をハウジング内で回転自在に支持するターボチャージャ用軸
受装置であって、
　前記回転軸の軸方向に離れた一対の内輪軌道を有する回転軸側の内輪と、
　前記内輪軌道に対向する外輪軌道を有するハウジング側の一対の外輪と、
　前記内輪軌道と前記外輪軌道との間に転動自在に複数の玉を配置してなる一対の玉軸受
と、
　前記回転軸における前記一対の玉軸受間の部分に供給された潤滑油を、当該回転軸の回
転力で径外方向に飛散させて前記各玉軸受に供給する供給部材と、
　前記一対の外輪がそれぞれ内周面に嵌め込まれた軸受支持部とを備えており、
　前記供給部材は、前記回転軸における前記一対の玉軸受間の部分に設けられた径外方向
に突出する突出部材よりなり、前記突出部材は、前記一対の玉軸受に近接する位置に一対
設けられており、
　前記軸受支持部の周壁部を径方向に貫通する前記潤滑油の供給孔が当該軸受支持部に形
成され、前記供給孔の径内側出口が前記一対の突出部材の間に向いて開口していることを
特徴とするターボチャージャ用軸受装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、自動車のターボチャージャの回転軸を回転自在に支持するターボチャージャ
用軸受装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車のターボチャージャは、回転軸の一端側にタービンが取り付けられるとともに他
端側にインペラが取り付けられ、回転軸の中間部がターボチャージャのハウジングの孔部
に挿通されており、この中間部において、軸受装置により回転軸が回転可能に支持された
構造になっている。
　かかるターボチャージャの回転軸は、数万～十数万（回／分）もの高速で回転し、しか
もエンジンの運転状況に応じて回転速度が頻繁に変化するので、上記回転軸は、ハウジン
グに対し、小さな回転抵抗で支持し、しかもその回転を支持する軸受装置の潤滑を十分に
考慮する必要がある。
【０００３】
　このため、従来から、ハウジングの内側において、上記回転軸を軸方向に離れて配置さ
れた一対の単列のアンギュラ玉軸受で回転自在に支持し、ハウジング内に設けた給油通路
を通じて供給した潤滑油によって玉軸受を潤滑することが行われている（例えば、特許文
献１及び２参照）。
　ここで、特許文献１のターボチャージャ用軸受装置では、玉軸受の側方に設けたノズル
から玉軸受の内輪の外周面に向けて潤滑油を噴出し、特許文献２のターボチャージャ用軸
受装置では、外輪の端部に設けた給油孔から潤滑油を保持器の外周面に向けて吐出するこ
とにより、玉軸受を潤滑している。
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－５４４４９号公報
【特許文献２】特開２００２－５４４５１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１及び２のターボチャージャ用軸受装置によれば、供給された潤滑油により玉
軸受の潤滑状態が保持されるため、高速運転時における玉軸受の摩耗を防止することがで
きる。
　しかしながら、これら従来のターボチャージャ用軸受装置では、潤滑油を直接軸受に向
けて噴出させており、その潤滑油の殆どが玉軸受の内部（内輪軌道と外輪軌道の間の環状
空間）に液状で取り込まれるので、潤滑油の粘性で玉軸受の回転抵抗が大きくなり、ター
ボチャージャの回転トルクを却って上昇させるという問題がある。
【０００６】
　本発明は、このような従来の問題点に鑑み、玉軸受の潤滑に伴う回転抵抗の増大を防止
して、回転トルクを低減することができるターボチャージャ用軸受装置を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、ターボチャージャの回転軸が数万～十数万（回／分）もの高速で回転するこ
とを利用して、潤滑油を液状ではなく、噴霧化して玉軸受に供給するようにしたことを本
質的特徴とする。
【０００８】
　すなわち、本発明は、ターボチャージャの回転軸をハウジング内で回転自在に支持する
ターボチャージャ用軸受装置であって、前記回転軸の軸方向に離れた一対の内輪軌道を有
する回転軸側の内輪と、前記内輪軌道に対向する外輪軌道を有するハウジング側の一対の
外輪と、前記内輪軌道と前記外輪軌道との間に転動自在に複数の玉を配置してなる一対の
玉軸受と、前記回転軸における前記一対の玉軸受間の部分に供給された潤滑油を、当該回
転軸の回転力で径外方向に飛散させて前記各玉軸受に供給する供給部材とを備えているこ
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とを特徴とする。
【０００９】
　本発明によれば、上記供給部材が、回転軸における一対の玉軸受間の部分に供給された
潤滑油を、当該回転軸の回転力で径外方向に飛散させて各玉軸受に供給する。この場合、
ターボチャージャの回転軸は、上記の通り非常に高速で回転するので、潤滑油が供給部材
飛散される際にその遠心力によっていったん噴霧化され、ミスト状態となってから各玉軸
受に供給される。
　このため、液状の潤滑油が直接玉軸受に供給される従来装置に比べて、玉軸受の潤滑に
伴う回転抵抗の増大を極力抑えることができる。
【００１０】
　本発明において、前記供給部材は、例えば、前記回転軸における前記一対の玉軸受間の
部分に設けられた径外方向に突出する突出部材より構成することができる。
　かかる突出部材は、回転軸の回転力を利用して潤滑油をその径外方向に飛散させて噴霧
化する遠心力を発生させる形状及び構造のものであればよく、例えば、スリンガのような
単純な円板形状のものや、回転軸の周方向に一定間隔おきに配列した羽根形状のもの等を
採用することができる。
【００１１】
　もっとも、羽根形状のものは構造が複雑で製作コストが高くなるので、この点では、後
述する実施形態（図１）で採用されているように、スリンガのような単純な円板形状のも
のが好ましい。
　一方、この種のターボチャージャ用軸受装置は、通常、軸方向に離れた一対の玉軸受を
備えているので、この一対の玉軸受のそれぞれに潤滑油を噴霧化して供給するために、前
記突出部材は、前記一対の玉軸受に近接する位置に一対設けられていることが好ましい。
【００１２】
　また、本発明において、前記一対の外輪がそれぞれ内周面に嵌め込まれた軸受支持部を
更に備え、この軸受支持部の周壁部を径方向に貫通する前記潤滑油の供給孔が当該軸受支
持部に形成されている場合には、この供給孔の径内側出口を前記一対の突出部材の間に向
いて開口させることが好ましい。
　この場合、供給孔の径内側出口から軸受支持部の内部に供給された潤滑油は、必ず突出
部材に付着し、その遠心力で飛散してから玉軸受に至ることになるので、ミスト状態での
潤滑を確実に行うことができる。
【発明の効果】
【００１３】
　以上の通り、本発明によれば、玉軸受の潤滑に伴う回転抵抗の増大を防止することがで
きるので、ターボチャージャの回転トルクを低減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の実施形態を説明する。
　図１は、本発明のターボチャージャ用軸受装置１の一実施形態を示す断面図である。
　図２は、そのターボチャージャ用軸受装置１が組み込まれたターボチャージャＴの概略
構成を示す断面図である。
　図２に示すように、本実施形態のターボチャージャＴは、排気流路３１を流通する排気
により、回転軸３２の一端側（図２の右側）に固定したタービン３３を回転させるように
なっている。
【００１５】
　この回転軸３２の回転は、当該回転軸３２の他端側（図２の左側）に固定されたインペ
ラ３４に伝わり、このインペラ３４が給気流路３５内で回転する。
　この結果、給気流路３５の上流側開口から吸引された空気が圧縮され、これにより、ガ
ソリンや軽油等の燃料とともに圧縮された空気が、図示しないエンジンのシリンダ室内に
送り込まれる。
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【００１６】
　かかるターボチャージャＴの回転軸３２は、数万～十数万（回／分）もの高速で回転し
、しかも、エンジンの運転状況に応じて回転速度が頻繁に変化する。そのため、回転損失
を低減すべくハウジング３６内に設けられたターボチャージャ用軸受装置１によって、回
転軸３２をハウジング３６に対して小さな回転抵抗で支持している。
　このターボチャージャ用軸受装置１は、ターボチャージャＴのハウジング３６内に設け
られた円筒状の軸受支持部８を備え、この筒内部に組み込まれている。一端にタービン３
３が取り付けられ他端にインペラ３４が取り付けられた回転軸３２は、その中間部におい
て、当該軸受装置１によって回転自在に支持される。
【００１７】
　図１に示すように、このターボチャージャ用軸受装置１は、上記軸受支持部８と、この
軸受支持部８に同軸心状に挿通された回転軸３２の軸方向に離れて設けられた一対の玉軸
受２ａ，２ｂ（第一の玉軸受２ａ及び第二の玉軸受２ｂ）と、この両玉軸受２ａ，２ｂの
間に介在された円筒状の外輪間座７とを備えている。
【００１８】
　上記ハウジング３６内の軸受支持部８に組み込まれた第一及び第二の玉軸受２ａ，２ｂ
は、いずれもアンギュラ玉軸受であって、両者の基本的構成はそれぞれ同じである。
　第一の玉軸受２ａは、回転軸３２のタービン３３側（図１の右側）に配置され、第二の
玉軸受２ｂは、回転軸３２のインペラ３４側（図１の左側）に配置されている。両玉軸受
２ａ，２ｂは、それぞれ、外周に内輪軌道３ａを有する内輪３，３と、内周に外輪軌道面
４ａを有する外輪４と、これら内輪軌道３ａと外輪軌道４ａとの間に転動自在に配置され
た複数の玉５とを備えている。
【００１９】
　内輪３は環状に形成されており、その外周に形成された内輪軌道３ａは所定の曲率半径
を有するアンギュラ型の軌道であり、その軸線は斜め内側に向けられている。
　また、外輪４も環状に形成されており、その内周には、内輪軌道３ａと対向して、所定
の曲率半径を有するアンギュラ型の外輪軌道４ａが形成されている。そして、本実施形態
のアンギュラ玉軸受２ａ，２ｂでは、その内輪３及び外輪４は、片側の肩部をなくしたい
わゆるカウンタボアを有する断面形状とされている。
【００２０】
　転動体としての上記玉５は、円環状の保持器６に設けられた複数のポケット６ａ内に、
それぞれ１個ずつ転動自在に保持され、この保持器６により、内輪軌道３ａと外輪軌道４
ａとの間に形成された環状空間内に、その周方向に沿って所定の間隔おきに配列されてい
る。
　かかる第一及び第二の玉軸受２ａ，２ｂのそれぞれは、ハウジング３６の内側に設けら
れた軸受支持部８に支持されている。
【００２１】
　より詳しくは、両玉軸受２ａ，２ｂのそれぞれの外輪４，４は、軸受支持部８に対する
軸方向変位が許容されるように、前記軸受支持部８の両端部内周面に対して比較的ルーズ
に内嵌されている。
　また、両玉軸受２ａ，２ｂのぞれぞれの内輪３，３は、回転軸３２に対する軸方向変位
も規制された状態で当該回転軸３２の中間部に外嵌固定され、これにより、回転軸３２の
軸方向中間部が、軸方向に離れた一対の玉軸受２ａ，２ｂによってハウジング３６の軸受
支持部８に回転自在に支持されている。
【００２２】
　前記外輪間座７は、軸受支持部８の内周面に内嵌されており、その軸方向両端縁が各外
輪４，４に当接した状態において、内輪３と外輪４間のすきまが適正な正すきまとなるよ
うに予め軸方向長さが調整されている。また、この外輪間座７は、回転軸３２によりも線
膨張係数が小さい例えばセラミック材料よりなる。
　軸受支持部８の軸方向両端部には、断面コの字状のばね受け座８ａが形成されている。
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この各ばね受け座８ａとこれに対向する各外輪４の間にはコイルばねよりなる押圧ばね９
が介装されており、この押圧ばね９の弾性力で外輪４を回転軸３２の中央よりに付勢する
ことにより、外輪４を外輪間座７に当接させるようにしている。
【００２３】
　本実施形態のターボチャージャ用軸受装置１は、また、回転軸３２における一対の玉軸
受２ａ，２ｂ間の部分に供給された潤滑油を、当該回転軸３２の回転力で径外方向に飛散
させて各玉軸受２ａ，２ｂに供給する供給部材１０を備えており、本実施形態の供給部材
１０は、回転軸３２の外周部に設けられたスリンガ（突出部材）１１よりなる。
　このスリンガ１１は、回転軸３２における第一及び第二の玉軸受２ａ，２ｂ間の部分に
設けられた径外方向に突出する円盤状の部材よりなり、自身に付着した潤滑油を遠心力に
よって径外方向に飛散させて、ミスト状にするものである。
【００２４】
　また、スリンガ１１は、各玉軸受２ａ，２ｂに近接する位置に一対設けられており、外
径縁が内輪３と外輪４の間に位置する程度の外径を有する。
　そして、図１の例では、上記両スリンガ１１，１１の間に潤滑油を供給するため、軸受
支持部８の外周面から外輪間座７の内周面に向けて貫通する、所要径を有する供給孔１２
が形成されており、このオイル供給孔１２の径内側出口は一対のスリンガ１１，１の間に
向いて開口している。
【００２５】
　図２に示すように、上記軸受支持部８を収めたハウジング３６内には、給油通路３７が
設けられ、この給油通路３７を通過する潤滑油で玉軸受２ａ，２ｂを潤滑するようになっ
ている。
　より詳しくは、潤滑油は、ターボチャージャＴを装着したエンジンの運転時に、給油通
路３７の上流側に設けたフィルタ３８により異物が除去された後、上記ハウジング３６の
内周面と軸受支持部８の外周面との間に存在する環状の隙間空間（図示せず）に送り込ま
れるようになっている。なお、この隙間空間は、ハウジング３６と軸受支持部８とを隙間
嵌めすることにより設けられている。
【００２６】
　そして、上記隙間空間を潤滑油で満たすことにより、軸受支持部８の外周面とハウジン
グ３６の内周面との間に全周にわたって油膜（オイルフィルム）を形成し、軸受支持部８
８の振動をハウジング３６に伝わり難くしている。
　このように、上記隙間空間に満たされた潤滑油によって、回転軸３２の回転に基づく振
動を減衰させるオイルフィルムダンパが形成されている。
【００２７】
　上記隙間空間に送り込まれた潤滑油の一部は、軸受支持部８と外輪間座７を共に径方向
に貫通する一対の供給孔１２１から、回転軸３２の両スリンガ１１，１１の間の部分に向
けて供給される。
　そして、外輪間座７の内部に供給された潤滑油は、左右の両スリンガ１０に接触して、
回転軸３２の高速回転による遠心力によって径外方向に飛散してミスト化され、このミス
ト上の潤滑油が各玉軸受２ａ，２ｂに供給され、内輪３と外輪４の間の玉５の転動部分を
潤滑し、この潤滑が終わった後に排油口３９より排出される。
【００２８】
　以上の構成を有するターボチャージャ用軸受装置１によれば、回転軸３２に設けられた
一対のスリンガ１１，１１間に供給された潤滑油がその遠心力によって飛散し、ミスト状
となって軸受内部に供給される。このため、潤滑油を液体状のまま直接軸受内部に供給す
る場合と比較して、軸受内部に供給される潤滑油の油量が減少する。
　この結果、玉軸受２ａ２ｂの回転抵抗の増大が抑制され、ターボチャージャＴの回転ト
ルクを低減することができる。
【００２９】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されない。
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　上記実施形態では、円板状のスリンガ１１を採用しているが、このスリンガ１１の外周
縁を歯車状の凹凸を形成することにより、潤滑油のミスト効果をより向上することができ
る。
　また、潤滑油をミスト化する供給部材１０は、上記スリンガ１１に限らず、潤滑油を遠
心力で飛散させてミスト化するものであれば特にその形状が限定されるものではない。
【００３０】
　例えば、上記スリンガ１１の代わりに、回転軸３２に嵌着したボス部から複数の羽根を
延設したフィン構造や、そのボス部から複数の線状物を突設したブラシ構造のものを採用
することもできる。
　また、保持器６の形式としては、図１に示すようなもみ抜き型だけでなく、例えば波型
のものを採用することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】ターボチャージャ用軸受装置の一実施形態を示す断面図である。
【図２】上記軸受装置を有するターボチャージャの概略構成を示す断面図である。
【符号の説明】
【００３２】
　　１　　ターボチャージャ用軸受装置
　　２ａ　第一の玉軸受
　　２ｂ　第二の玉軸受
　　３　　内輪
　　４　　外輪
　　５　　玉
　　６　　保持器
　　７　　外輪間座
　　８　　軸受支持部
　　９　　押圧ばね
　１０　　供給部材
　１１　　スリンガ（突出部材）
　１２　　供給孔
　３２　　回転軸
　３３　　タービン
　３４　　インペラ
　３６　　ハウジング
　　Ｔ　　ターボチャージャ
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